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京都御苑歴史ふれあいの道 
平成 2３年 3 月 

京都御苑管理事務所  

■はじめに 

京都御苑内に点在する歴史の舞台のあとをたどる道です。 

平安から幕末、明治までの歴史の遺産や、このあたりにあったと想

像される場所に駒札（こまふだ）型の案内板 20 基を立てました。 

日本語のほか、中国語（簡体字）、ハングル、英語で説明していま

す。 

このうち 18 基には、解説板の手前に小さな凹凸がついた台がつい

ています。そこにＡ４の紙（自宅からお持ちください）をあてて上か

ら鉛筆などでこすると絵の一部がでてきます。駒札ごとに絵の一部が

でてくる場所は違い、全部を集めると一つの絵が完成します。 

絵は四季ごとに替わります。 
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(優美な茶室が遺る) 
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